
令和３年度 卒業生（薬学部）就職先へのアンケート調査結果について 

 

１．背景 

 岩手医科大学では、本学における教育の質保証を目的として、平成 30 年に「学習成果の評価検証方針及び

指標」を定め、これによって 3 つのポリシーに基づいた教育が実施されているかを検証することとしている。 

ここでは、指標の一つである「卒業アンケート」について、令和 2 年度卒業生が臨床研修医・臨床研修歯科医・

薬剤師・看護師等として従事している医療機関等を対象に実施したアンケート調査結果について報告する。 

 

２．概要 

  調査対象  令和 2 年度卒業生が薬剤師として従事している医療機関等 

         （調査対象数： 46） 

  調査期間  令和 3 年 8 月 16 日（月）～9 月 17 日（金） 

  実施方法  インターネット（Google Form）を利用した Web アンケート 

  質問内容  ①学部ごとの学位授与方針（DP）に対する本学卒業生の実態について 

          ②本学の教育に求める内容について 

 

３．結果 

回収率 58.7％（27／46） 

協力機関 日本調剤株式会社、株式会社ワークイン、株式会社サカモト、東北中央病院、仙石病院、株式会社カワ

チ薬品、山形大学医学部附属病院、泉中央調剤薬局、薬局トモズ洗足店、株式会社アップルケアネット、

横浜市立大学附属病院、株式会社サノ・ファーマシー、クラフト株式会社、岩手県、手稲渓仁会病院、

市立函館病院、マツモトキヨシグループ、ラッキーバッグ株式会社、下山サカエ薬局、秋田県立循環器・脳

脊髄センター、千葉県立佐原病院、アイングループ、大崎市民病院、総合メディカル株式会社（匿名希

望機関以外） 

 

詳細は別紙の通り。 

 

４．総括 

・ディプロマ・ポリシーの達成率は概ね高く、特に「倫理観」「医薬品の適正な扱い」については肯定的な評価が 95%以

上を占める。 

 

・本学の教育に求めるものとして、「コミュニケーション能力」が最も高く、次いで「主体性」「専門的知識」「協調性」と続い

た。 



（卒業生就職先へのアンケート調査）

薬学部

Ｑ１．岩手医科大学薬学部では、以下の１０の資質を身につけた者に学位を授与する方針を掲げております。貴医療機関等に就職した本学卒業

生がそれぞれの資質をどの程度身につけていたか評価をお知らせください。

医療人としての倫理観を備え、患者・生活者の視点を考慮し行動す

る。
医薬品を理解して適正に取り扱う。

医薬品および関連する法規・制度、公衆衛生等について、医療人の

みならず一般人にも分かりやすく適切に説明する。

適正な医療の提供および国民の健康維持・増進のサポートに貢献す

る。

医療施設や地域におけるチーム医療に積極的に参画し、相互の尊

重のもとにファーマシューティカルケアを実践する能力を有する。

チーム医療において、患者・生活者、他職種から情報を適切に収集

し、これらの人々に有益な情報を提供するためのコミュニケーション能

力を有する。

医療における問題点を抽出し、科学的・論理的に問題解決を実践

する意欲と態度を有する。

薬学・医療の進歩と改善に資する研究を遂行する意欲とそれを実践

するための基本的な知識・技能・態度を有する。

薬学・医療の進歩に対応するために、医療と医薬品を巡る社会的動

向を把握し、生涯学習を実践していく意欲と態度を有する。
次世代を担う医療人を育成する意欲と態度を有する。
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（卒業生就職先へのアンケート調査）

Ｑ２．本学の教育に求めるものについてお伺いします。

その他

●問題発見力、実践力、創造力
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（卒業生就職先へのアンケート調査）

過去3カ年の経年比較（薬学部）

ディプロマ・ポリシー達成度に対する評価

●平均が4以上の項目が多く、全体的に「できる」「ある程度できる」の回答が多い。

●特に「倫理観」や「医薬品の適正な取り扱い」といった基本的スキルの達成度は高い評価を得ている。

●「チーム医療・ファーマシューティカルケア」「研究マインド」「問題解決」の達成度が相対的に低い。

本学の教育に求める内容

●コミュニケーション能力に対する要望が特に高い。次いで、協調性、問題解決力、主体性などの要望が専門的知識よりも相

対的に高い。

4．適正な医療の提供および国民の健康維持・増進のサポートに貢献する。

3．医薬品および関連する法規・制度、公衆衛生等について、医療人のみならず一般人にも分かりやすく適切に説明する。

2．医薬品を理解して適正に取り扱う。

1．医療人としての倫理観を備え、患者・生活者の視点を考慮し行動する。

5．チーム医療において、患者・生活者、他職種から情報を適切に収集し、これらの人々に有益な情報を提供するためのコミュニケーション能力を有する。

6．医療施設や地域におけるチーム医療に積極的に参画し、相互の尊重のもとにファーマシューティカルケアを実践する能力を有する。

9．薬学・医療の進歩に対応するために、医療と医薬品を巡る社会的動向を把握し、生涯学習を実践していく意欲と態度を有する。

10．次世代を担う医療人を育成する意欲と態度を有する。

8．医療における問題点を抽出し、科学的・論理的に問題解決を実践する意欲と態度を有する。

7．薬学・医療の進歩と改善に資する研究を遂行する意欲とそれを実践するための基本的な知識・技能・態度を有する。
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